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道計算を半経験的計算法 (MOPACPM-3) により行い、ラジカル種のスピン・ハミルトニアンの ESR ノ f ラメー







1 )放射線照射により生じるラジカル種の ESR スペクトルの解析とモデルの提案
2) モデルに基づ‘いた半経験的分子軌道計算 (MOPACPM-3) による g因子や超微細構造の決定、さらに光に対
する感度の評価





計として有利であるが、三重項状態 (s= 1) のラジカル対を作りやすい点が問題になることを明らかにした。





Li や Mg とギ酸、酢酸、シュウ酸、乳酸など有機酸とのイオン結晶の放射線照射効果を電子スピン共鳴 (ESR)
で調べ、ラジカル種のモデルを提案し、分子軌道計算 (MOPAC-PM 3) により g 因子、超微細構造定数、光学特
性を計算した。さらに、ラジカル生成効率 (G一値)や熱安定性を調べ、放射線の吸収線量を求める高感度 ESR 線
量計材料を開発した。博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるロ
